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江戸時代における唐船舶載中国印譜について
李 　　　　寧※
The Chinese Seal Carving Record Imported by Junks in the Edo Period
LI Ning
In the Edo period, Japan and China traded with each other by Chinese Junks, and 
a large number of Chinese books were brought to Japan. Among the imported books, the 
Seal Carving books were used as a model to the Japanese seal engravers of the Edo 
period. It led to the development and prosperity of the engraved art in the Edo period. In 
this paper, based on the various books catalog imported by junks we explored the types of 
Chinese Seal Carving books imported to Japan. Furthermore, the relationship between 
the date of publication and the time of departure, the arrival port and the collection place 
are investigated. The price and types of the Seal Carving Record, the old seal and the seal 
of the Ming and Qing Dynasty genre included in the Seal Carving Record are also 
investigated.
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一、江戸時代の篆刻と唐船舶載された印譜について
　日本の江戸時代（1603-1868）は、中国の明代萬暦三十一年（1603）から清代の同治七年（1868）とい
う時期に当たる。この時代に日本の篆刻芸術は出現し、かつ速やかに発展してきた。初期の江戸派、浪
華派、長崎派、上方今体派と芙蓉派といった諸派が相次いで現れ、名家が輩出し、流派が林立した1）。そ
れにともない膨大な印譜が刊刻され、印学思想もますます深化した。日本の篆刻史において江戸時代は
重要な地位にあると言える。
　神田喜一郎氏は『中国の古印』において次のように述べている。
※	 李寧、中国書法家協会、中央財経大学当代書法研究センター副主任、関西大学博士（文化交渉学）。
	 翻訳：馬成芬、北京・首都師範大学図書館館員、関西大学博士（文化交渉学）。
1 ）	中田勇次郎著『日本の篆刻』、二玄社、1966年。
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秦汉古印的实物在江户时代不可能见到、他们只是在明人制作的印譜中窥其面貌2）
　江戸時代に秦漢印の実物を過眼したかどうかはまだ確かめられないが、明代の印譜だけではなく、清
代の印譜は知られていた。江戸時代の印人たちは明清の印譜によって中国篆刻を学ぶんでいたことは確
かである。この事実からも中国の印譜が、江戸時代の篆刻に与えた影響が大きいことを証明できる。
　江戸時代に徳川幕府が“鎖国”政策を実施し、海外との貿易と交流が厳しく制限された。制限とは完
全に禁止したのではなく、厳しい規定の下に、他国との交流が許された。長崎がその時の唯一の港とし
て中国と日本との貿易が行われた。松浦章氏が「近世における日本と中国と両国間の文化交流は最も代
表的のルートは江戸時代の初期の長崎」3）とされるように、長崎貿易は唐船4）によって中国典籍が貿易品
として大量に日本に舶載された。この典籍の中に、大量の印学典籍が見られた。
　江戸時代初期に特に明朝が倒潰した後、明代の人たちが中国の印籍を持って日本に渡来したこともあ
ったが、長崎貿易によって齎された印籍の数量に比べ、これは確かに稀な実例と言える。帰化僧侶の独
立、心越が日本篆刻芸術の啓蒙者と言われるが、唐船によって日本に舶載された中国の印籍は日本篆刻
を凄く発展させた一要因と思われる。すなわち中国の宋元明清以来纏めた印学典籍が長崎貿易によって
日本に舶載されたことが、江戸時代に篆刻を大流行させた主な一因になった。
　舶載された印学典籍の中に、印譜、印論、篆纂及び篆書法帖という四種類が含まれる。印譜とは歴代
の古印と篆刻名家の作品を集めたもの、印論とは印章理論、例えば、印章歴史、風格、鑑賞、印の原料
に関わる著書、篆纂と篆書法帖とは篆刻の対象としての篆書資料を指す。これら三種類に対して、印譜
は図式によって篆刻の風格を直接に示すことができることから、印人が篆刻を学ぶ主な手本となった。
印譜は中国の北宋徽宗時代に始まり、元代になると、文人たちは古印が篆刻の学ぶ手本として鑑賞され
るようになった。印譜の製作は明後期の萬暦年間までに隆盛し、現在知られる印譜の中で明代の印は約
百種類あり、萬暦年間に刊刻された印譜が多数を占めている。ついで天啓と崇禎年間の印譜である。こ
れらの印譜を二種類に分けることができる。一つは宋元時代の集古印譜の様式を受け継ぎ、模刻の古印
を蒐集した印譜を主とするものである。第二種類は該当時代の篆刻作品、集今印譜を主とするものであ
る。こうして、印譜の様式はその時から定型するようになった。清代になると、印譜の作りはさらに進
展し、清末以降の印譜目録学の著作によると清代の印譜は約一千種に達し、特に康煕、乾隆、嘉慶、道
光時期のものが多数を占めている5）。
　江戸時代における曾之唯の『印籍考』、杜澂の『徴古印要』、『印譜便覧』、卿純造の『印譜考略』及び
明治初期における中井敬所の『続印譜考略』などの日本の印学著作には唐船から舶載された印譜名の記
載が見られる。江戸時代の印人と舶載された印譜との関係を明示していると言える。印人たちが日本に
輸入された印譜を学ぶ手本として、それまで実用を目的とする印章を芸術的な創作に発展させた。こう
2 ）	神田喜一郎著『古印の歴史』、二玄社、1765年、72頁。
3 ）	松浦章著、張新芸訳『清代帆船与中日文化交流』、上海科学技術文献出版社、2012年。
4 ）	江戸時代に中国から日本に渡航した船を唐船と通称される。
5 ）	李寧『中国篆刻対江戸時代日本篆刻的影響研究』附表『中国印譜目』、2016年、関西大学博士論文。
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して江戸時代は以前のどの時代以上に、篆刻芸術の隆盛期を迎えたのである。
二、唐船に舶載された中国印譜について
　江戸幕府は思想統一の一環として、キリスト教に関わる書籍の輸入を一切厳禁し、長崎には書物改役
職を設け、輸入された書物を一々と点検したのである。唐船が長崎に到着した後、書物改役は齎された
書籍の目録を見て、点検の後、また一連の評価、競売に、その過程では書籍目録を作成した。これらの
目録によって中国印籍の輸入状況を探求することができる。
　大庭脩氏の『江戸時代における唐船持渡書の研究』が舶載書目の研究の重要な資料として、研究篇と
資料篇にわけられ、研究篇では、中国から舶載された書目の状況、例えば、書目の価格、出版地といっ
た資料を整理した。資料篇で、大庭氏は『齎来書目』、『大意書』、『長崎会所取引諸帳』、『商舶載来書目』
を校訂し、江戸時代における舶載された書目に関わる目録をはじめて公表した。これらに続いて、『元禄
元年の唐本目録』『内閣文庫の購來書籍目録』『東北大學狩野文庫架藏の御文庫目録』などの目録を公布
し、後世の研究に重要な資料を提供した。1984年に大庭氏は『江戸時代における唐船持渡書の研究』の
研究篇を整理し『江戸時代における中国文化受容の研究』と名づけて出版した。
　本稿では上述した大庭氏によって整理された書目に基づいて、日本に舶載された中国明清時代の印譜を
整理し、55種類の印譜が唐船によって日本に輸入されたことが明らかになった。詳しくは表一に示した。
表一　中国明清印譜が日本に輸入された状況
番号 印譜名 紀年 船番 部数 価格 船主 注 出典
1 印薮
宽永十八辛巳年
（1641年、藏）
六本 御文庫目録
庆安四辛卯年
（1651年、藏）
六本 御文庫目録
明和二乙酉年
（1765年、检）
一部一套
新渡、以
字号
商舶載来書目
集古印譜
元禄十二年至宝暦年
间（1699～（1751-
1763）、舶）
六本六卷 分類舶載書目通覧
正德元辛卯年
（1711年、检）
一部六本
新渡、志
字号
商舶載来書目
正德元年
（1711年、舶）
51番南京船 六本六卷 程方城
正德元年
十月八日
入港、十
一月十六
日 請 取、
正德二年
四月二十
二 日 帰
航。
舶載書目
正德二年
（1712年、舶）
40番船 八本 舶載書目
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2
攷古正文印
薮
正德二壬辰年
（1712年、检）
一部八本
新渡、加
字号
商舶載来書目
3
宣 化（ 和 ）
集古印史
宝暦十二壬午年
（1762年、检）
一部一套
新渡、世
字号
商舶載来書目
4 古今印則
安永九庚子年
（1780年、检）
一部一套
新渡、古
字号
商舶載来書目
5 秦漢印範
明和二乙酉年
（1765年、检）
一部一套
新渡、志
字号
商舶載来書目
6 秦漢印統
慶安四辛卯年
（1651年、藏）
八本 御文庫目録
承应二癸巳年
（1653年、藏）
八本 御文庫目録
正德元辛卯年
（1711年、检）
一部二套
新渡、志
字号
商舶載来書目
天明二年
（1782年、舶）
寅10番船 一部八本
沈 敬 瞻、
蒋松山
大意書
天保六年至弘化元年
（1835-1844年、舶）
子 2 番船 二套 50目 購来書籍目録
天保十一年
（1840年、舶）
子 2 番船	 一部二套 50匁 王雲記 書籍元帳
7 集古印範
元文二丁巳年
（1737年、检）
一部一套
新渡、志
字号
商舶載来書目
8
金一甫複古
印選
元禄十二年至宝暦年
间（1699-（1751～
1763）、舶）
二本一卷 分類舶載書目通覧
元禄十五壬午年
（1702年、检）
一部二本
新渡、幾
字号
商舶載来書目
9 鸿棲館印選
宝暦十三癸未年
（1763年、检）
一部一套
新渡、古
字号
商舶載来書目
10 承清館印譜
元禄七、八、十二年
（1694、1695、1699、
舶）
87番船 舶載書目
元禄十二己卯年
（1699年、检）
一部一套
新渡、志
字号
商舶載来書目
11 蘇氏印略
元文元丙辰年
（1736年、检）
一部一套
新渡、曾
字号
商舶載来書目
宝暦十三癸未年
（1763年、检）
一部一套
新渡、曾
字号
商舶載来書目
12 印史
万治元戊戌年
（1658年、藏）
六本 御文庫目録
元禄十二年至宝暦年
间（1699-（1751～
1763）、舶）
六本 分類舶載書目通覧
享保十三戊申年
（1728年、检）
一部一套
新渡、以
字号
商舶載来書目
享保十五年
（1730年、舶）
一 套 六 本
五卷
齋立人
享保十五
年五月二
日 入 港、
寧波船
舶載書目
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享保十五年
（1730年、舶）
一套六本 齋立人
享保十五
年五月二
日 入 港、
寧波船
舶載書目
印史小伝
宝暦十三癸未年
（1763年、检）
一部二套
新渡、以
字号
商舶載来書目
13 晓采居印印　　　　　 
明和二乙酉年
（1765年、检）
一部一套
新渡、计
字号
商舶載来書目
14 印問
元禄十二年至宝暦年
间（1699-（1751～
1763）、舶）
元禄十三庚辰年
（1700年、检）
四本二卷 分類舶載書目通覧
一部四本 新渡、以字号
元禄十三年
（1700年、舶）
一部四本、
上下両卷
舶載書目
15 学山堂印譜
宝暦十三癸未年
（1763年、检）
一部二套
新渡、加
字号
商舶載来書目
16 琅山堂印史
安永八己亥年
（1779年、检）
一部一套
新渡、良
字号
商舶載来書目
17 古今印章
元禄七、八、十二年
（1694、1695、1699、
舶）
87番船 舶載書目
元禄十二年至宝暦年
间（1699-（1751～
1763）、舶）
分類舶載書目通覧
18 六順堂印賞
宝暦十三癸未年
（1763年、检）
一部一套
新渡、利
字号
商舶載来書目
19 印存初集
安永己亥年
（1779年、检）
一部一套
新渡、以
字号
商舶載来書目
20 楽圃印薮序
元禄十二年至宝暦年
间（1699-（1751～
1763）、舶）
四本 分類舶載書目通覧
享保十二丁未年
（1727年、检）
一部一套 新渡、良字号
享保十二年
（1727年、舶）
廣東船
一 部 一 套
四本
呉晋三
享保十二
年九月十
八日入港
舶載書目
21 頼古堂印譜
明和二乙酉年
（1765年、检）
一部一套
新渡、良
字号
商舶載来書目
22 谷園印譜
宝暦十三癸未年
（1763年、检）
一部一套
新渡、古
字号
商舶載来書目
23 韫光楼印譜　　
宝暦十三癸未年
（1763年、检）
一部一套
新渡、宇
字号
商舶載来書目
24 文雄堂印譜
元禄十二年至宝暦年
间（1699-（1751～
1763）、舶）
四本 分類舶載書目通覧
享保十乙巳年
（1725年、检）
一部四本
新渡、不
字号
商舶載来書目
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享保十一年
（1726年、舶）
午36番船 费恭王
享保十一
年十二月
十七日入
港
舶載書目
25 珍珠船印譜
宝暦十二壬午年
（1762年、检）
一部一套
新渡、智
字号
商舶載来書目
26 趙凡夫印譜
宝暦十二壬午年
（1762年、检）
一部二套
新渡、天
字号
商舶載来書目
27 秦漢印譜
宝暦十二壬午年
（1762年、检）
一部二套
新渡、志
字号
商舶載来書目
28 酔愛居印赏
明和二乙酉年
（1765年、检）
一部一套
新渡、须
字号
商舶載来書目
29 澄懐堂印譜
宝暦十二壬午年
（1762年、检）
一部一套
新渡、登
字号
商舶載来書目
30
飛鸿堂印譜
三集
明和四丁亥年
（1767年、检）
一部三套
新渡、比
字号
商舶載来書目
31 斯翼堂印譜
安永八己亥年
（1779年、检）
一部一套
新渡、几
字号
商舶載来書目
32 研山印草
安永八己亥年
（1779年、检）
一部一套
新渡、計
字号
商舶載来書目
33 漢銅印叢
宽政三辛亥年
（1791、检）
一部一套
新渡、加
字号
商舶載来書目
34 金囊印林
天保六年至弘化元年
（1835-1844年、舶）
乙套 11匁 購来書籍目録
35
讱菴集古印
存
宝暦十二壬午年
（1762年、检）
一部四套
新渡、志
字号
商舶載来書目
36 崇雅堂印譜
明和二乙酉年
（1765年、检）
一部一套
新渡、曾
字号
商舶載来書目
37
立雪齋印譜
正德二年
（1712年、舶）
舶載書目
享宝十二丁未年
（1727年、检）
一部一套
新渡、利
字号
商舶載来書目
雪齋印譜
元禄十二年至宝歴年
间（1699-（1751～
1763）、舶）
四本四卷 分類舶載書目通覧
宝永二乙酉年
（1705年、检）
一部四本
新渡、世
字号
商舶載来書目
宝永二年
（1705年、舶）
一部四本
四冊
舶載書目
38 孝慈堂印譜
宝暦十三癸未年
（1763年、检）
一部一套
新渡、加
字号
商舶載来書目
39 古今印萃
寛政三辛亥年
（1791年、检）
一部一套
新渡、古
字号
商舶載来書目
40 静楽居印娯
安政六年未七月
（1859年、拍）
未 1 番船
未 3 番船
一部
36匁 9
分、30
匁 9
分、30
匁
落札帳
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41 四本堂印譜
享和二壬戌年
（1802年、检）
一部一套
新渡、志
字号
商舶載来書目
42 秋水園印譜
宝暦十三癸未年
（1763年、检）
一部一套
新渡、志
字号
商舶載来書目
43 超然楼印賞
明和二乙酉年
（1765年、检）
一部一套
新渡、天
字号
商舶載来書目
44 顧氏印腋
天保六年至弘化元年
（1835-1844年、舶）
子 1 番船 一套六 61匁
又、小石
山房印腋
購来書籍目録
天保十一年
（1840年、舶）
子 1 番船 一部一套 66匁 新渡 書籍元帳
天保十一年
（1840年、舶）
子 1 番船 一部一套 66匁 辛大記 新渡 書籍元帳
45
古香堂印章
影
天保六年至弘化元年
（1835-1844年、舶）
亥 2 番船 二套 70目 購来書籍目録
46 何雪渔印譜
明和二乙酉年
（1765年、检）
一部一套
新渡、加
字号
商舶載来書目
47 広金石印譜
安永八己亥年
（1779年、检）
一部一套
新渡、久
字号
商舶載来書目
48 宝書堂印型
宝暦十三癸未年
（1763年、检）
一部二套
新渡、波
字号
商舶載来書目
49
鲈香诗屋印
存
宝暦十三癸未年
（1763年、检）
一部一套
新渡、呂
字号
商舶載来書目
50 書中屋印稿
天保六年至弘化元年
（1835-1844年、舶）
亥 2 番船 一套 50目 購来書籍目録
51 篆刻楚骚
元禄十二年至宝暦年
间（1699-（1751～
1763）、舶）
四本五卷 分類舶載書目通覧
宝永六己丑年
（1709年、检）
一部四本
新渡、天
字号
商舶載来書目
52
篆刻尚書注
疏
嘉永元年
（1848年、舶）
申 2 番船
五 部 各 二
包
14匁／
部
新渡 書籍元帳
嘉永元年
（1848年、舶）
申 2 番船
五 部 各 二
包
14匁／
部
新渡 書籍元帳
53
歴代古人印
薮
天保六年至弘化元年
（1835-1844年、舶）
亥 2 番船 一套 50目 購来書籍目録
54 印譜
安政六年未七月
（1859年、拍）
未 1 番船
未 3 番船
一部
39匁、
36匁、
26匁
落札帳
55 印章
宽永十六己卯年
（1639年、藏）
御文庫目録
　表一の時期が舶載された時で、書物の検査時期、競売時期、収蔵時期も含めいている。呼称が少し違
っているが、長崎港に舶載された時期から、検査と競売を経て、各所に収蔵されるまで、その前後の時
間差があまり無いことから、印譜の日本に舶載された時期を推定することは可能であろう。
　舶載された『広金石印譜』『宝書堂印型』『魲香詩屋印存』『書中屋印稿』『篆刻楚騒』『篆刻尚書注疏』
『歴代古人印薮』『印譜』『印章』の 9 種類の印譜の存在は、中国の歴代の印譜目録にも見られない。例え
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ば、『広金石印譜』は発音がよく似ているから、『広金石韵府』の書き間違いかと思われ、『印譜』、『印
章』と言ったのは記録役がある印譜の略記法、『宝書堂印型』『魲香詩屋印存』『書中屋印稿』『篆刻楚騒』
『篆刻尚書注疏』『歴代古人印薮』などは中国ではほとんど知られないが、かえって日本では重要視され
たものもある。『珍珠船印譜』のように、中国の印人はよく触れないが、江戸時代における印譜目録には
広く掲載されたものが含まれている。
三、舶載された印譜の状況分析
1 、舶載された明清印譜の刊刻時期と舶載時期
　表一に示したように、55種類の印譜が日本に輸入されたことがわかる。印譜の刊刻時期から見れば、
明代は19種、清代は27種、年代不明は 9 種類である。その中で、明萬暦年間に刊刻された印譜が14種類、
天啓年間が 2 種類、崇禎が 1 種類、清順治年間が 1 種類、雍正が 2 種類、康煕が 5 種類、乾隆が16種類、
道光が 2 種類ある。舶載された印譜では明萬暦、清康煕と乾隆時期に刊刻されたのが最も多くを占めて
いる。中国の篆刻がこの三時期に比較的に流行し、江戸時代における篆刻の学ぶ手本は、明末から清乾
隆までの印譜を主としたことがわかる。
　日本に輸入された明代刊刻の印譜の中で、古印を集めていた集古印、摹古印が 7 種類、明代流派の篆
刻を含めた自製、集今印が 8 種類、両者とも含めるのは 3 種類ある。清代刊刻の印譜の中で、古印を集
めた集古印、摹古印が16種類、明清流派の篆刻を収めた自製、集今印が16種類、両者ともあるのは 5 種
類である。このことから舶載された明代印譜の中に、古印もあれば、集今印もあった。それに対し清代
の印譜には、明清流派を含めている自製、集今印の占めている割合が高く見られる。
　舶載された明代の印譜には、刊刻時期と舶載時期がともに確かめられるものが17種類あり、すべて27
回の舶載記録が見られる。刊刻から日本に舶載までの時間は100年以上のものは20種、50年以上100以下
は 5 種、50年以下は 2 種である。両者の差が最も短いのは『秦漢印統』、刊刻された後の46年目に日本に
輸入された。最も長いものもこれで、刊刻された後の235年目にまた日本に持たされた。これらの記録か
ら見えたように、明代の印譜は刊刻から舶載までの時期差が長く、ほぼ清代の康煕、雍正、乾隆時期に
日本に輸入された。
　清康煕、雍正年間に輸入された印譜の中で、刊刻時期と舶載時期ともに確かめられるものが 7 種類あ
り、11回の輸入記録が見える。両者の時期差がすべて百年以内である。時期差が55年以上は 4 種、50年
以下10年以上のは 6 種、10年以下のは 1 種しかない。最も短いのは『立雪斎印譜』で、刊刻された後の
四年目に日本に持たされた。最も長いのは『賴古堂印譜』で刊刻された後の99年目に初めて日本に持た
された。このことから清康煕、雍正年間に舶載された印譜が、刊刻時期と舶載時期との時間差は比較的
近いことがわかる。
　清乾隆年間に舶載された印譜の中で、刊刻時期と舶載時期がわかるのは15種類あり、15回の舶載記録
が見える。時期差が90年以内40年以上が 2 種しかない。40年以下30年以上のは 2 種あり、30年以下20年
以上は 4 種、20年以下10年以上は 3 種、10年以内は 4 種である。『訒庵集古印存』は刊刻後の第 3 年目
に、『秋水園印譜』は刊刻後の第 4 年目、『超然楼印賞』は刊刻後の第 4 年目、『崇雅堂印譜』は刊刻後の
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第 5 年目に日本に持たされた。これから乾隆年間に舶載された印譜の齎來時期が最も短く、刊刻されて
から間もなく日本に輸入されたことがわかる。このことから江戸時代の元文、寛保、延享、寛延、宝暦、
明和、安永、天明、寛政年間の篆刻は乾隆期の篆刻から大きな影響を受けていたことは明らかである。
　最も早く日本に輸入されたのは『御文庫目録』に記載された『印章』で、寛永十六年（1639）以前に
日本に持たされた後、御文庫に収蔵された。この『印章』とはいったいどのような印譜であろうか、ど
のような印譜であるかは未解明である。
　『印章』以外に、早く日本に輸入されたのは寛永十八年（1641）御文庫に収蔵され、王常編顧从徳校勘
の『印薮』である。両者とも明時代に日本に輸入された。他は全て清時代である。『印薮』は集古印譜
で、中国の印譜中で重要な地位を占めている。独立と心越は近世の日本に篆刻の法を伝えた祖とされる
が6）、この『印薮』が日本に齎されたのは独立が日本に東渡した時より12	年、心越より36年早い。この
ことから日本の近世篆刻が中国篆刻の啓蒙を受ける以前に中国印譜が日本に持たされたことを証明して
いる。
　独立と心越の日本に渡航した時期を日本篆刻の啓蒙時期とするならば、それではそれ以前に舶載され
た中国印譜には、慶安四年（1651）に舶載された『印薮』、羅王常編顧晋亨、呉元維校の『秦漢印統』、
承応二年（1653）に再び齎された『秦漢印統』、万治元年（1658）に舶載された『印史』がある。初期に
齎されたこれらの印譜は全て『御文庫目録』に記載されており、日本に輸入された後、すぐに御文庫に
収蔵され、江戸時代における近世の篆刻の興起に対しほとんど影響を与えていないと思われる。
　大庭脩氏によると、元禄年間（1688−1703）は比較的自由に貿易が行われたため、日本に赴く唐船の
数が急速に増えた。このため中国印譜の舶載量も益々増えた。『承清館印譜』、『古今印章』、『印問』『金
一甫復古印選』、『立雪齋印譜』等はこの時期に続々と日本に輸入された。
　宝暦十二年（1762）、同十三年（1763）、明和二年（1765）には舶載された印譜の数量が最も多い。宝
暦十二年に 6 種、『宣和集古印史』、『珍珠船印譜』、『趙凡夫先生印譜』『秦漢印譜』『澄懐堂印譜』『訒庵
集古印存』がある。宝暦十三年（1763）には11種、『鴻栖館印選』『蘇氏印略』『印史』『学山堂印賞』『六
順堂印賞』『谷園印譜』『輼光楼印譜』『秋水園印譜』『孝慈堂印譜』『宝書堂印型』『鱸香詩屋印存』があ
る。明和二年（1765）に 8 種類、『印薮』、『秦漢印範』『晓采居印』『頼古堂印賞』『酔愛居印賞』『崇雅堂
印譜』『超然楼印賞』『何雪漁印譜』などである。この時期、初期江湖派、初期浪華派、長崎派、芙蓉派
といった流派は開花したことから、日本の篆刻は成熟な道を進み始めた。
　輸入回数から見ると、『印薮』すなわち『集古印譜』と『秦漢印統』が最も多く見える。この 2 種類の
印譜は、すべて集古印譜で、江戸時代における秦漢古印を学ぶための印譜であろう。他の印譜の輸入回
数は大体 1 回しかないのは二つの理由が考えられる。一つは舶載印譜を掲載している『商舶載来目録』
には主に新渡書目を記録し、すなわち最初に日本に渡来したものしか書目に載せてないこと。多くとも
一回だけ見える。第二の理由は、他の典籍に対し、印譜は価格が高く、学ぶ人は少ないため、舶載回数
と部数と両方ともに多くなく、一回に一部という程度である。しかし、印譜は他の分野に対して、大体
図式でその風格を現しているから、印人はある一つの図式に目を通してみると、自分の創作の様式を変
6 ）	中田勇次郎著、『日本の篆刻』、二玄社。
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えた場合もある。江戸時代における篆刻者は、このような珍しい中国印譜を過眼した気持ちが想像でき
るであろう。印譜の図式を見て、どのように学ぶかを精進するようになった。そこで、印譜の輸入回数
と部数は江戸時代における篆刻の発展に対して大きな影響を与えてないと思われる。
　印譜には刊刻地が記載されていないのが普通で、やむを得ず印譜の編集者と篆刻者から刊刻の場所を
推測しなければならない。印譜の編集者が自分の出身地を印譜の「題署7）」に記したことはよく見らる。
記した出身地と史料を根拠とし、彼らの実際の所在地を、さらに編集者の仕事により印譜の刊刻地を推
測してみる。
　この方法によると、44種類の印譜の刊刻地が解明できた。江蘇省は30種、浙江は 6 種、安徽は 4 種、
広東は 1 種である。江蘇の印譜が占める割合が最も高く、次ぐのは浙江と安徽である。明清の篆刻は主
に安徽の徽州、江蘇、浙江地区の印人によって行われた。山東省と河南省には印人が少なく、他の省の
印人はさらに珍しいと言える。福建莆田系によって形成された莆田派は、ほぼ江蘇の南京に滞在してい
た印人からなっている。特に、多くの印人は篆刻を研鑽するため、徽州、南京、揚州、杭州などの地に
参集していた。このため篆刻が流行するところと日本への舶載された貿易港とは大いに関係していたこ
とがわかる。
　上述した印譜の刊刻時期と舶載時期との関係から、明代の印譜は刊刻されてから長い時期を経てよう
やく日本に齎された。このことから輸入されたこれらの印譜はその地方の収蔵家によって収蔵した古本
に属すると思われる。それに対し乾隆時期の印譜は刊刻された後、間もなく日本に持たされたのは一般
的である。舶載されたこれらの印譜は収蔵家の居るところからではなく、刊刻地と大きく関わっている。
　江蘇省の30種類の印譜の中に、13種類のものは上海人によって編集された。舶載された乾隆年間の16
種類の印譜には、松江府上海のものが11種類あり、これも対日貿易港の乍浦8）が上海と近いことと関係
するであろう。乍浦と離れていないところで刊刻された書籍は、交通の便、価格もそれほど高くないと
の条件を有していた。上海で刊刻されたこの11種類の印譜から見れば、明清流派印譜の中の自製、集今
印譜が 9 種、古秦漢印の摹古、集古印譜が 3 種類である。この 9 種類の明清流派の印譜に自製は 5 種、
集今は 4 種で、この 5 種類の自製印譜に 3 種類が雲間派印譜である。雲間派の篆刻は雍正、乾隆時期に
新興した流派で、その時期の主流な流派にはならなかった。この流派の人たちは上海地方で活躍し、人
数もそれほど多くない。全国の篆刻分野から言えば、雲間派は杭州丁敬の浙派や、揚州の四鳳派にも及
ばない。このため現代の篆刻史の学者はこの流派についてほとんど言及し触れていない。しかしこの流
派は上海周辺で活躍したことから、多くの印譜が日本に舶載された。江戸時代の篆刻家の記録によると、
雲間派の影響を受けた篆刻家が多く見られる。換言すれば江戸時代における篆刻界は、日本に舶載され
た中国印譜を手本として学んだ。どのような印譜が舶載されたかは中国の港乍浦と日本の港長崎との地
理的位置に深く関係していた。
7 ）	印譜の巻首に撰集者の出身地とお名前と字号を載せているものを指す。
8 ）	松浦章著、張新芸訳『清代帆船与中日文化交流』、上海科学技術文献出版社、2012年。
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四、舶載中国印譜に見る古印と明清流派印
　神田喜一郎氏は『中国の古印』9）において印章に使われる材料によって中国の印章史を銅印時代と石印
時代の二時代に分けている。両者は元末明初を境目とし、王冕が天台山の花乳石を印材としたことから
始まった。銅印時代とは明清以前、実用を目的とした古印時代で、石印時代は明清流派が活躍した時代
と言える10）。簡単に言えば、中国の篆刻には二種類あるのである。一種は商周から元時代までの印、この
印には実用性を目的とし、官と私との別があり、春秋戦国と秦漢時代に勃興し、書簡往来に使われた。
もう一種は、明清及びそれ以降の印である。この印は芸術性があり、流派と風格の別あり、明清の際に
流行し、篆刻家の創作した芸術品を意味している。
　江戸時代における日本の篆刻は流派が林立し、学ぶ対象の相違により二種に分けることができる。一
種は明清流派の篆刻を習得した今体類、初期江戸派、初期浪華派、長崎派、上方今体派がこれである。
もう一種は古印の学びを主とした古体類で、芙蓉派はこれである。今体類は17世紀中期以降から啓蒙し
始まり、それと同時に、初期浪華派、長崎派及び上方地区の今体派が次々と現れた。今体類篆刻は、こ
の時期に盛んに発展を遂げた。この四つの流派の影響は、18世紀まで続いて、それ以降の19世紀中期ま
でに、芙蓉派は古体を提唱したことで、篆刻における復古風が各流派の創作に滲み入った。このため古
体類はこの時期において重要な位置を占めている。創作の風格から見れば、今体派の印人が精巧な印風
を追及し、刀の刻法に関心を持つ者も現れたが、彼らの作品から刀の刻した方法を見つけることが難し
く、表面に飾ったことをもっぱら重視するのは今体派の創作風格を卑俗に陥いらせた。これを契機に、
日本の印人たちは中国印論が提唱した古印、特に秦漢古印に注目するようになり、篆刻の復古風が興起
し始まる。
　そこで、唐船によって舶載された印譜を分類し、印譜に見られる印章の解明により、江戸時代の印人
たちは舶載されたどのような古印と明清流派印を過眼したのかを究明したい。
（一）唐船舶載された印譜の分類について
　舶載された印譜に、集古印譜、摹古印譜、自製印譜、集今印譜、摹今印譜が見られる。この五種類の
印譜は、単一印譜と複合印譜とに分けることができる。単一印譜とは、印譜に一種類の印譜しかないも
ので、複合印譜とは二種類及びそれ以上の印譜を収めているものである。舶載されたこの55種類の印譜
の内、44種類について考察できるが、残りの11種類は考察できない。以下に考察できた44種類の印譜に
ついて述べたい。
1 、集古印譜
　集古印譜とは秦漢古印の元印を蒐集した印譜である。集古印譜を蒐集したのは大体篆刻に興味を持つ
収蔵家で、蒐集した印譜には家蔵者もおれば、友人の収蔵を使用したのもある。このような集古印譜は
9 ）	神田喜一郎著、『中国の古印』、二玄社、1765年 3 月。
10）	同上。
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すべて以下の六種がある。
　（ 1 ）『印薮』（『集古印譜』）、明萬暦三年（1575）（太原王常延年編、武陵顧従汝修校）
　（ 2 ）『秦漢印統』、明萬暦三十四年（1606）（鄣郡羅王常延年編、新都呉元維伯張校）
　（ 3 ）『秦漢印譜』、清乾隆三年（1738）（甘泉程従茘江蔵印）
　（ 4 ）『漢銅印従』、清乾隆十七年（1752）（訒菴汪啓淑鑑蔵）
　（ 5 ）『訒菴集古印存』、清乾隆二十五年（1760）（新安汪啓淑鑑蔵）
　（ 6 ）『孝慈堂印譜』、清乾隆三十一年（1766）（昆陵荘氏蔵印、呉門薄氏手鈐）
2 、摹古印譜
　集古印譜に対して、摹古印譜とは秦漢古印を臨写、模刻した印譜である。模刻者は収蔵家である場合
が普通で、秦漢古印の元印あるいは印譜の中の印影を厳選して模刻した。模刻者が古印に対した理解に
よって模刻の目的と方法も相違している。元印をそのまま模刻した場合と、自分の理解によって模刻し
た場合とがあった。
　（ 1 ）『考古正文印藪』、明萬暦十七年（1589）（江都張學禮誠甫彙選、京口劉汝立思禮、歙邑呉良止仲
足、東海徐延年季常同選）
　（ 2 ）『宣和集古印史』、明萬暦二十四年（1596）（西陵來行學顔叔校摹）
　（ 3 ）『秦漢印統』、明萬暦三十四年（1606）（雲間潘雲傑源常甫、雲間陸鑨元美甫編集、甬東楊當時漢
卿甫摹篆、鄣郡蘇爾宣朗公甫摹鎸）
　（ 4 ）『集古印範』、明萬暦三十五年（1607）（滎陽潘雲傑源常編輯）
　（ 5 ）『金一甫復古印選』、明萬暦四十年（1612）（休寧金光先位一甫摹）
　（ 6 ）『六順堂印賞』、明天啓年間、（天都呉山仁長篆）
　（ 7 ）『趙凡夫先生印譜』、清雍正十三年（1735）（古呉章宗閔又損氏蔵）
3 、自製の印譜
　自製印譜とは篆刻家の印記を集めた印譜で、さらに個人の作品集とも言える。自製印譜には当時有名
な篆刻家の印記が多く占め、篆刻家自身の作品もあれば、他人の作品も、後人が篆刻の作品を集録した
ものもある。
　（ 1 ）『鴻棲館印選』、明萬暦四十三年（1615）（新安呉忠孟貞父篆、汪精夷仲父校、秣陵魏之璜考叔父
書）
　（ 2 ）『蘇氏印略』、明萬暦四十五年（1617）（大鄣嘯民蘇宣篆、當時明世褚獻良、以霖馬徳澍、當湖子
羽鄭佐、古越文叔陳賓、當湖叔度陸淘校）
　（ 3 ）『暁采居印印』、明萬暦四十六年（1618）（明古歙呉迥篆）
　（ 4 ）『印史』、明萬暦四十八年（1620）（古呉何不韋甫著）
　（ 5 ）『印問』、明天啓元年（1621）（秀水周応鹿九真篆、古歙葉貴尉文卿、海鑑顧名端正卿訂、平湖洪
邦基慶之、秀水周粼中郎閲）
　（ 6 ）『印存初集』、清順治四年（1647）、（海陽胡正言曰従氏篆、男其樸、其毅仝次）
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　（ 7 ）『谷園印譜』、清康煕二十五年（1686）、（燕越胡介祉循斎氏蔵、如皋許容実夫氏篆）
　（ 8 ）『韞光樓印譜』、清康煕二十八年（1689）、（如皋許容実夫模勒、侄鈴木宣、男鉱大衡同校）
　（ 9 ）『酔愛居印賞』、清乾隆三年（1738）、（王睿章曾麓氏鉄筆、徐達照卜田氏考訂、王祖慎徽五氏校
対）
　（10）『澄懐堂印譜』、清乾隆十一年（1746）、（洞庭葉錦堂氏蔵、雲間王玉如聲振氏篆）
　（11）『斯翼堂印譜』、清乾隆十四年（1749）、（槜李呉青震蒼雷氏篆）
　（12）『研山印草』、清乾隆十六年（1751）、（雲間王玉如聲振手鎸、雲間鞠履厚坤皋珍藏）
　（13）『秋水園印譜』、清乾隆二十五年（1760）（雲間陳鍊在専篆、雲間張維霑彭源校）
　（14）『崇雅堂印譜』、清乾隆二十六年（1761）、（華亭楊汝諧允卿）
　（15）『古香堂印章留影』、清道光十七年（1837）
　（16）『何雪漁印譜』（海陽程基仲之甫繙篆、西陵王陞漸之甫審定、門人李承隆德之甫共校）
4 、集今印譜
　集今印譜とは該当時代の篆刻家の印記を集めた印譜である。この印譜の中に集録者自身を中心に交遊
した人たちの印記も含まれ、該当時代と前時代の名家の印記もある。
　（ 1 ）『承清館印譜』、明萬暦四十五年（1617）（太倉張灝編輯）
　（ 2 ）『學山堂印譜』、明崇禎四年（1631）（明呉郡於白山人張灝夷令鑑藏、壻葛鼑竑調參考）
　（ 3 ）『賴古堂印譜』、清康煕三年（1667）、（櫟下老人珍賞、大樑周在浚、在延、在建、在憂蔵）
　（ 4 ）『飛鴻堂印譜』、清乾隆十二年（1747）（古歙汪啓淑秀峯氏鑒藏）
　（ 5 ）『錦嚢印林』、清乾隆十九年（1754）或乾隆四十年（1775）（秀峰汪啓淑選集）
　（ 6 ）『靜楽居印娯』、清乾隆四十三年（1778）（訒菴汪啟淑鑒藏）
　（ 7 ）『四本堂印譜』、清乾隆五十一年（1786）（海陽陳森年彧軒氏蔵）
　（ 8 ）『顧氏印腋』（又、小山石房印譜）、清道光八年（1828）、（海虞顧湘蘭江、顧浩養之編輯、弟濂景
宋校字）
5 、摹今印譜
　摹今印譜とは該当時代或いは前時代の篆刻家の印記によって集めた印譜である。ここでの「今」とは
秦漢古印に対した言い方で、明清両時代における篆刻家の印記を指している。摹今印譜については、舶
載印譜には見つからないが、摹古、摹今のものは次のものである。
6 、摹古、摹今
　（ 1 ）『古今印則』、明萬暦三十年（1602）（梁谿程遠彥明摹選択、槜李項夢原希憲校正）
　（ 2 ）『古今印萃』、清乾隆四十年（1775）（王慶余摹印、秀水殳洪集印）
7 、摹古、自製
　（ 1 ）『超然樓印賞』、清乾隆二十七年（1762）（華亭盛宜梧嶧山選、華亭陳錬在専摹）
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　（ 2 ）『立雪斎印譜』、清康煕四十一年（1702）（長洲程大年受尼氏摹）
　（ 3 ）『文雄堂印譜』、清康煕四十五年（1706）（清渓周廷佐元功父著、男夢彨樹東輯）
8 、集古、集今
　（ 1 ）『古今印章』、明萬暦年間（1573-1620）（宋侃集）
　（ 2 ）『珍珠船印譜』、清雍正八年（1730）（金一疇輯）
　上述した印譜を簡単に分類すれば、秦漢古印を集録した印譜が13種、明清篆刻家の印記を集録したの
が24種、両者とも含めるものが 6 種ある。こうしてみると、明清印譜は、江戸時代に篆刻に与えた影響
が大きいと言える。しかし、事実はそうであろうか。どのような印譜が日本にどのような影響を与えた
かは、印譜の舶載時期、回数、収蔵者と関係している。一種の印譜が日本に輸入されたことによってあ
る流派の風格を変えたこともある。舶載された印譜が徳川家の文庫に保存されたため何の影響も与えな
かったこともある。
2 、舶載された印譜の中の古印について
　中国の古印には商璽、東周璽印、秦印、漢印、魏晋南北朝印、隋唐以降の官印、元押印、元朱文印と
いう 8 種に分けられる。商璽は20世紀になり知られ、隋唐以降の印が芸術性に欠けているとされ、明清
印譜には東周璽印、秦印、漢印、魏晋南北朝印のみを含めている。清末期までに印譜に収められたこの
4 種類の古印に対する認識はまだ充分に解明されていない。例えば、東周璽印は、清末期に高慶齢の編
集した『斉魯古印捃』に三代古璽を挙げたことで、初めてこの東周璽印が知られるようになった11）。これ
以前に印人たちはこの印を漢印として学んだ。秦印にもこのような事情がある。清乾隆年間の陳克恕
（1741-1809）は『篆刻針度』12）に初めて秦印の基本的特徴を纏めた。それ以前、宋代に偽作された幾つか
の伝国御璽を秦印と、本当の秦印を漢印として学んだ。魏晋南北朝印は漢印の風格とよく似ているため、
それを漢印として学んだ場合も多くある。当時、印譜に収めた古印は大部分が漢印と思われ、印を学ぶ
には漢印を宗とした。実は当時の印人たちが漢印として中に東周璽印、秦印、漢印と魏晋南北朝印を含
めるべきである。
　ここでは古印を収め舶載された印譜を考察し、江戸時代における印人が見た古印の状況を究明したい。
　　（ 1 ）顧氏『集古印譜』（東周古璽、秦印、漢印、魏晋南北朝印）
　この印譜は官印と私印という順序で、官印は職名、私印は姓名の発音によって配列している。ほとん
どの印記が年代を掲載していない。印記の風格から見れば、漢印と魏晋南北朝印を主とし、東周古璽と
秦印の割合が低いと見られる。
　　 2 、『宣和集古印史』（東周古璽、秦印、漢印、魏晋南北朝印）
　この印譜はすべて官印であり、官職により配列している。官印の占めた割合が高く、次に魏晋南北朝
印がある。東周古璽と秦印は僅かな枚数しかない。
11）	黄賓虹『賓虹草堂藏古玺印』。
12）	［清］陳克恕『篆刻針度』、中国書店、1983年。
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　　 3 、『秦漢印範』（東周古璽、秦印、漢印、魏晋南北朝印）
　『秦漢印範』と名づけたのは秦漢印を模範とした印譜と思われる。この印譜の配列方法は、顧氏の『集
古印譜』と同じであり、この『集古印譜』から精選した印譜からなる。『秦漢印範』は漢印を主に集録
し、なかには魏晋南北朝印があり、また18枚ほどの東周古璽がある。秦漢印は、東周古璽より少ない。
　　 4 、『集古印範』（東周古璽、秦印、漢印、魏晋南北朝印）
　『集古印範』とは顧氏の『集古印譜』の不備のところを補足したが、その中の多くの印章は顧氏の『集
古印譜』に見られる。最も多いのは漢印で、次は魏晋南北朝印と東周古璽で、最も少ないのは秦印であ
る。
　 5 、『趙凡夫先生印譜』（東周古璽、秦印、漢印、魏晋南北朝印）
　この印譜の配列方法も顧氏の『集古印譜』を真似て、前は官印で、後は私印である。最も多いのは官
印で、次は東周古璽である。巻十二に「未識古篆私印」という条を設け、この中の112枚の印の大部分は
東周古璽であり、この印譜に集録した東周古璽の数はここにピークに達した。その他に、魏晋南北朝印
もあるが、秦印の占めた割合が低い。
　　 6 、『古今印則』（東周古璽、秦印、漢印、魏晋南北朝印）
　この印譜に集録された古印章は「玉印」と「官印」に分け、「玉印」を官印と私印に分けている。集録
した印記は大部分が漢印で、次に少ないが魏晋南北朝印と東周古璽、秦印がある。
　　 7 、『古今印萃』（元朱文）
　古印章を含めた印譜と相違し、この印譜は本書の凡例に名言警句に出てきた印記だけを集録し、官職
名の印記を一切集録していないと明記している。作者は図録が元・王冕がはじめたと考え、印譜に集録
した印記が古今と称したが、最も古い印は元代の印に止まり、それ以前の印記は全く集録していない。
所収した印記から見れば、明清各派の印記が多くを占め、元代のものは極めて少ない。作者は印記の年
代、印記作者の情報を示しておらず、それに印記がすべて個人の風格を持った臨模作品であり、元朱文
に似ている何枚かの印記は、本当に元朱文か明清の元朱文かが確定できない。
　　 8 、『立雪斎印譜』（東周古璽、漢印、魏晋南北朝印）
　この印譜は「元」、「亨」、「利」と「貞」の四巻に分け、「元」巻は「集仿古官印」で、前半は白文印、
後半は朱文印であり、白文印は大部分が官印、朱文印は東周古璽と魏晋南北朝印を集録している。「亨」
巻は「集仿古私印」で、白文印、朱文印、陰陽文印という順であり、前巻と同じで、白文印は漢印、朱
文印と陰陽文印は東周古璽と魏晋南北朝印を集録している。
　　 9 、『珍珠船印譜』（漢印）
　この印譜には四枚の漢印しか集録されていない。
　以上の印譜の配列方法から見れば、舶載された明清印譜はほとんどが官印を先にし、私印を後にする
という方法で分類している。官印は官職により、私印は韻声、時代順で配列していない。朱文、白文、
陰陽文というわけ方もある。こういうわけ方があるのは明代から清末期まで多くの印譜編集者が釈文の
読み方も分からず、概して印章を時期によって分けるのはさらに困難であったことであろう。かえって
印を官、私、朱文、白文、陰陽文という方法で分けることは容易であった。しかし、こういうわけ方に
各時代の印章が含まれている。
東アジア文化交渉研究 第11号
462
　上述した印譜に見られた印章の類型から言えば、江戸時代に舶載された印譜に収録された中で、最も
多いのが漢印である。それに次ぐのは魏晋南北朝印であり、これは魏晋南北朝印が漢印に類似している
ことから、漢印と見間違えたものもあった。六朝時期の陽文印も見出され易いため、印譜に収録された
こともある。東周古玺印は明代の印譜から収録され始めた。清雍正年間の『趙凡夫先生印譜』から増え
るようになった。元朱文は『古今印萃』にしか見られないが、実は漢印の中に朱文印も多く含めている。
両者には相違する点があるが、江戸時代の印人たちが見分けることは困難であったと思われる。また江
戸時代の印人たちは、舶載印譜から東周古玺、秦印、漢印、魏晋南北朝印、元朱文という五種類の古印
章の存在を知った。
　江戸時代の印論によると、その時代の印人たちは以上の五種類の古印章を漢印と総称している。彼ら
の篆刻作品からこの五種類の印章の風格が見られる。
3 、舶載された印譜の中の明清流派印
　明清篆刻流には、明末の三橋派、雪漁派、泗水派、明末期清初期の娄東派、歙派、如皋派、莆田派、
清代中期に活躍した雲間派、四鳳派、浙派、清代中後期の鄭派、合宗、呉派、黟山派がある。その中の
文彭の三橋派、何震の雪漁派、蘇宣の泗水派及び汪関の婁東派が漢印の旗を揚げて、各々の創作理念を
提唱し、その派なりの篆刻風格を作り出した。しかし、これら流派の印人たちはその派の創作理念を持
っている。同時に、明末清初の篆刻芸術を精巧且つ低俗という審美趣味に導かせ、漢印の精髄から乖離
していくようになった。程邃の歙派はその時代の印章分野における文彭遺風を継いだことに対し、秦漢
印が持っていた古い感じを追求し始めた。それと同時に、江蘇の如皋派、福建印人たちや南京で活躍し
た莆田派、揚州の四鳳派、上海の雲間派も相次いでその派なりの特徴を作り出しようになった。しかし、
これら流派は相変わらず文彭、何雪漁の遺風を継承し、精細な刀法と華麗な技巧を追求したため、結局、
一時的に消えてしまった。清代の乾隆年間になると、金石学が勃興し、大量の金石史料が発見され、印
人たちは古印の蒐集を重要視するようになった。杭州を中心とした印人たちは丁敬をはじめとした浙派
を形成した。該派の印人たちは丁敬の開発した刀法を使用し、雄健有力且つ俊秀の印風を作り出した。
清中後期における鄧石如をはじめとする鄧派及びその門人である呉煕載、徐三庚たちは書写を印章の中
に持ち込んでいる。このため篆刻の風格は個人なりの性格と審美趣味の道に導かせた。特にそこから趙
之謙の合宗、呉昌碩の呉派はさらに篆刻をもう一つの境界に推し進めた。黄土陵の黟山派は漢印の真髄
を持ち続き、篆刻の伝統を守り自ら一家をなした。江戸時代（1603-1867）から見れば、日本に舶載され
た明清流派は趙之謙の合宗以前の流派と言える。
　明清流派印を含める舶載された印譜から、江戸時代の印人たちが所見した明清流派印の状況を明らか
にしたい。
　明清流派印を収めた印譜には自製印譜、集今印譜と摹今印譜がある。自製印譜とはもっぱらある一人
の篆刻を集めた印譜であるが、後の二種は何人かの篆刻を集めた印譜である。集今、摹今印譜と違い、
舶載された自製印譜はさらに印人自身の印章風格を日本に齎した。それに対し集今、摹今印譜は、ある
時代の印譜を反映するためここで分けて論じたい。
　　自製印譜の中の明清流派
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　　 1 ，雪漁派
　『何雪魚印譜』には、雪漁派宗主である何震の印記を蒐集している。刊刻時期は明かでない。該当印譜
は何震自身の自製印譜ではなく、後世に摹刻された印譜である。
　『鴻栖館印選』は明萬暦四十三年（1615）に刊刻され、雪漁派の印人である呉忠の印記を集めたもので
ある。呉忠は三十年にわたって何震に師事し、師の法をしっかり守り、風格もきわめて何震に似ている。
しかし、両者の区別は印面上の斑模様であり、呉忠のそれは何震より欠いていることにある。
　『曉采居印印』は、明萬暦四十六年（1618）に刊刻され、雪漁派の印人である呉迴の印記を集めたもの
である。呉迴は何震に師事し、風格では彼の印章を何震のものに混ぜれば見分けにくいほど大変似てい
る。呉迴は元朱文を善くし、それに古文の字法を加えてた点では、何震の印記にも見られる。
　『印問』は、明天啓元年（1621）に刊刻され、雪漁派の印人である周応稟の印記を収録したものであ
る。周応稟は朱簡に教わったことがあり、印風が何震に似ているが、刻刀の穏やかさに工夫が見られ、
微細に刻した点は、何震には見られない。
　雪漁派の印風は、最初に康煕三十九年（1700）に『印問』を通して日本に齎された。この時の日本篆
刻分野では、初期に明代篆刻流派を学んでいる今体派の形成に力を入れていた。乾隆二十八年（1763）、
乾隆三十年（1765）には『何雪魚印譜』『鴻栖館印選』『曉采居印印』が次々と日本に舶載された。
　　 2 、泗水派
　『蘇氏印略』は、明萬暦四十五年（1617）に刊刻され、泗水派の宗主である蘇宣の印記を収録したもの
である。蘇宣と何震はすべて文彭に学んだが、風格はまったく相違している。何震の風格は猛烈である
のに対し、蘇宣はかえって穏やかで、スタイルがそれほど激しくなく、ラインも柔らかいである。蘇宣
の作品には碑額を借りて製作したものもあれば、漢印をまったく真似て作ったものもある。
　『印史』は、明萬暦四十八年（1620）に刊刻され、泗水派の印人である何通の印記を収録したものであ
る。何通は印学では蘇宣と漢印を学び、風格は蘇宣と極めて似て穏やかである。『印史』が所収した印記
はすべて歴代名人の名がある。後半ではその印記の伝略を附している。これらの印記を製作している過
程で蘇宣が印式の変化に注目し、白文印、朱文印、半白半朱印、倣秦印、倣漢印、倣元朱、倣唐重印、
鳥虫印はその印記に見られる。しかし風格はかえって穏やか且つ柔らかいである。
　蘇宣と何通は、泗水派の代表的な人物で、『蘇氏印略』と『印史』が二度にわたり日本に舶載されたの
はその人気の高さが知られる。特に『蘇氏印略』は江戸時代に模刻、出版され、その影響も広かった。
この二種類の印譜が最初に日本に齎された時期から見れば、漢印を創作理念とした「芙蓉派」はまだ形
成されていなかった。明清流派印を学んでいる日本の各流派が活躍した時期である。特に『印史』は細
井広沢、池永一峰がみな過眼している。江戸時代初期における篆刻流派が活躍した時期には、泗水派の
印風が代表的な印人の製作した印譜を通じて日本に舶載され影響を与えた。
　　 3 ，如皋派
　『谷園印譜』と『韫光楼印譜』は如皋派の代表的な人物である許容の印記を収録したものである。『谷
園印譜』は清康煕二十五年（1686）に、『韫光楼印譜』は康煕二十八年（1689）に刊刻された。この二種
類の印譜はともに清乾隆二十八年（1763）に日本に舶載された。許容は清康煕年間に活躍している如皋
派の代表的な人物である。彼の印風は二種類に分けられる。一つは白文印で、漢印の上に、何震の風格
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を参考にし、何震に極めて類似するものもあれば、漢印に似ているものもある。もう一つは朱文印で、
銘文や古文の書き方に基づいて、上と下は外れ、サイズも同じではなく、両字の離れている距離が遠い
という点はある白文印にも見える。銘文や古文の書き方を印に入れるのは許容の篆刻の特色と言える。
許容は『谷園印譜』に見られる銘文や古文についての説明を加えた。江戸時代における印人の殿亜岱の
作品にはこの風の印が見られる。
　　 4 ，雲間派
　『酔愛居印生』は乾隆三年（1738）に刊刻され、雲間派の宗主である王睿章の印記を収録したものであ
る。王睿章は、清の康煕、雍正、乾隆年間に活躍した人物で、彼の白文は何震と蘇宣の風格を継承した。
朱文印はさらに彼なりの特色を持っている。字と字とは隙が大きく貫いていないという設計感に富んで
いるところは許容と同じであるが、許容が銘文や古文を多く使うのに対し、王睿章は小篆を多く使って
いる。江戸時代における東白、源伯民、悟心の作品には王睿章風の印記が見られる。
　『澄懐堂印譜』は、清乾隆十一年（1746）に刊刻され、雲間派の代表的な印人である王玉如の印記を収
録している。彼は清雍正、乾隆時期に活躍し、王睿章に師事した。王玉如は白文印では漢印の繆篆を使
って、穏やかな風格を持っている。彼の印記には古文を加えた印記もみられる。しかし、彼の最も特色
的なものは朱文印である。王睿章の使っている小篆に対し、彼は朱文印に相応しい元代朱文文字を使っ
ている。この朱文文字は組み合わせが簡潔で、造形も優美で、字と字との隙に気を配って、大きな余白
を残した。そのあとの鞠履厚はこの風格を発展させ、さらに隆盛になった。江戸時代における芙蓉派の
印人である菅南涯の朱文印記には王玉如の風格が見られる。
　雲間派は江戸時代において影響が広かったが、この派の王睿章、王玉如の名が当時浙派の丁敬大ほど
知られていない。これは雲間派が清代江南の上海で活躍し、上海は日本と関係する貿易港乍浦と近く、
この派の印譜が日本に舶載され易かったことと関係するであろう。杭州に活躍していた浙派はこのよう
な地理上の優勢が劣ったことで、日本に輸入された可能性も低くなったと思われる。
　上述した両種類の印譜は刊刻された後、間もなく日本に舶載されたという点から見れば、地理上の便
利さが、雲間派が江戸時代において影響を与えた篆刻の主な要因の一つであろう。
　これから明末の『学山堂印譜』、清前期の『珍珠船印譜』、清中期の『飛鴻堂印譜』を例として、舶載
された印譜に見られる明清流派について探究したい。
　　（ 1 ）『学山堂印譜』
　　　①三橋派　　帰昌世（文休）
　　　②雪漁派　何震（長卿）、朱簡（修能）、梁　（千秋）、陳文叔
　　　③泗水派　　蘇宣（尔宣）、姚叔儀、程遠（彦明）、何通
　　　④婁東派　　汪泓（弘度、汪関子）
　『学山堂印譜』には明末に活躍した流派をほとんど含めている。その中の三橋派が収録しているのが文
彭の門下生である帰昌世の印記で、婁東派が収録しているのが汪関の子である汪泓の印記で、雪漁派と
泗水派が収録しているのが該当流派の代表的な印人の印記である。
　　（ 2 ）『珍珠船印譜』
　　　①三橋派　　帰昌世（文休）
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　　　②雪漁派　　何震（雪漁）
　　　③泗水派　　蘇宣（啸民）、程遠（彦明）
　　　④婁東派　　林皋（鶴田）
　　　⑤如皋派　　許容（実夫）
　　　⑥歙派　　　俞庭槐（鞏三）
　　『珍珠船印譜』には明末清初の篆刻流派をほとんど含めていて、その中の三橋派が収録しているのは
『学山堂印譜』と同じように帰昌世の印記である。雪漁派、泗水派、婁東派、如皋派には該当派の主な印
人の印記を収録している。兪庭槐を歙派に入れるのは少し無理であるが、彼は程邃、朱簡に師事したが、
歙派の古文や銘文を印に書き入れる方法を主に使ったため歙派に入れた。まだ流派に入れないものが残
っている。
　　（ 3 ）『飛鴻堂印譜』
　　　①婁東派　　林皋
　　　②雲間派　　王睿章、王玉如、鞠履厚
　　　③四鳳派　　高鳳翰、潘西鳳、高翔、沈鳳
　　　④浙派　　　丁敬、黄易
　　　⑤鄧派　　　鄧琰（石如）
　『飛鴻堂印譜』が収録したのは乾隆期に活躍した200ほどの印人の印記で、その時代の大部分の印人の
印記を含めている。乾隆期に活躍している主な流派には浙派、雲間派と鄧派ある。その時代の印人達は
すべてこの 3 つの新興流派に追随するわけではなく、明末清初の篆刻風格を継いでいる印人たちもたく
さん存在している。乾嘉学派の隆盛によって大量の金石資料が発見され、この時期の印人達は秦漢古印
に親しみ、金石資料の中の文字をどのように篆刻創作に利用できるかを考えていた。
　日本に輸入された55種類の印譜の中で明清篆刻者の印記を収録している印譜は30種類、個人の篆刻作
品を収録している自制印譜が19種、該当時代の印人達の篆刻作品を蒐集している集今印譜が11種類ある。
舶載された印譜に含まれた明清流派の印記から、明末から清中期までの三橋派、雪漁派、泗水派、婁東
派、如皋派、歙派、四鳳派、雲間派のすべが、江戸時代の日本に輸入された記録が知られる。そのうち
日本に輸入された雪漁派、泗水派、如皋派、雲間派には自製印譜が、三橋派、婁東派、歙派、四鳳派に
は集今印譜が多く見られる。このことも江戸時代における日本の印譜風格が多様である一因と見られる。
結　論
　江戸時代における印人達は中国篆刻を学ぶことで、その時代の篆刻芸術を発展させた。江戸時代に“鎖
国”政策が行われ、長崎が中日貿易の唯一の港として唐船によって日本に舶載された中国印籍が江戸時
代の印人達の学ぶ手本となった。舶載された印譜の中の印記が、日本人の中国篆刻を学ぶ主な図像資料
となった。長崎貿易に関係する書目によって、55種類の中国印譜が日本に輸入された記録が見られた。
これらの印籍の種類、日本に輸入された時期、部数と言った問題点が明らかになったことで、日本篆刻
史において江戸時代の印人達が中国印譜を通して篆刻を習得した実態を明らかにした。
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　日本に舶載された印譜について分析すると以下のことが明らかになったと言えるであろう。
1 ．江戸時代の日本に舶載された中国印譜は明清両代の印譜を主とし、主に明萬暦、清康煕、乾隆時期
の印譜である。
2 ，『印薮』の舶載時期は、独立、心越が日本に渡来した時期よりも早く、近世の日本篆刻が啓蒙を受け
る以前に、中国印譜が日本に輸入されていた。しかし大部分の中国印譜は、清時代になって初めて日本
に輸入され、明代の印譜でもそうである。刊刻されてすぐに日本へ舶載された清代印譜もあった。これ
は中日両国の篆刻芸術の交流が、長崎貿易によって頻繁になったことによるものである。
3 ，舶載印譜は刊刻地と直接な関係を持っている。例えば上海の雲間派は中国での影響がそれほど多く
なかったが、対日貿易港の乍浦と地理的に近いため、該当派の印譜が多く日本に輸入された。
4 ，舶載印譜の中に江南省・江蘇省で作成された印譜が大部分占めていた。
5 ，舶載印譜の類型から見れば、集古印譜、模古印譜、自製印譜、集今印譜、模今印譜である。
6 ，舶載印譜の中国古印には東周古玺、秦印、漢印、魏晋南北朝印、元朱文を含め漢印を主とする。
7 ，舶載印譜の明清流派には、三橋派、雪漁派、泗水派、婁東派、如皋派、歙派、四凤派、雲間派があ
り、中国の明清流派の大部分を含めている。
　以上のように、江戸時代において長崎に来航した唐船によって齎された中国印譜は日本の篆刻作家に
多大な影響を与えたと言えるであろう。
